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本学では、平成 21 年度から学生による授業評価を組織的、継続的に実施している。授業 

評価の目的は、各教員が授業方法の改善点を見出すとともに、大学教育の質的向上を図る 

ことにある。そのために、授業に関する自己点検・評価活動を継続し、FD 活動を展開して 

いる。 

本年度前期は、新型コロナウイルス感染症蔓延のため急遽遠隔授業となった。FD・SD 委

員会および教務委員会で授業評価の検討を行った結果、前期授業科目についての授業評価

は見送られた。後期は感染予防対策を厳重に行い、対面授業を再開したため従来の授業評価

を実施した。本年度も看護科、医療介護福祉科 2 学科の学生を対象とした。実施科目は、

すべての専任教員、非常勤教員が行う科目とした。調査内容は、Ⅰ学生の自己評価（4 項

目） 、Ⅱ授業の基礎的な事項（4 項 目） 、Ⅲ学習の推進に関する事項（3 項目）、Ⅳ総合

評価（2 項目）の計 13 項目とした。 回答は、「まったくそう思わない」「あまりそう思わ

ない」「どちらでもない」「ややそう思う」「とてもそう思う」の 5 段階評価とした。学生に

は Web（moodle）でアンケートに回答してもらい、自由記述による授業への意見・要望も

求めた。調査結果に基づいて、各教員は科目ごとの「教員による自己点検報告書」を提出し

た。  

以下に全体の集計結果を示す。総合評価としては 4.3 と前年度と同様に高い満足度が示

された。授業評価を構成する 12 の内訳（総合評価としての満足度を除く）のうち、前年度

後期と比べると６項目でポイントが上昇している。特にⅡ授業の基礎的な事項（4 項 目）

すべてと、Ⅲ学習の推進に関する事項（3 項目）のうち２項目で改善が示された。令和２年

度は前期終了時点で学生参画による FD 活動を実施し、授業評価結果だけなく学生たちの

生の声を聴く機会を設けた。後期はこれらの結果が活用され授業改善に寄与されたと考え

る。残念ながらⅠ学生の自己評価（４項目）のポイントはすべて不動のままであり、今後は

学生の学習態度に関する工夫や改善の必要性が示唆された。 

令和３年度も引き続き授業評価結果を学生に示し、学生参画による FD 活動も実施する

予定である。次年度は「学生の自己評価」を構成する項目に対して、学生の立場から現状や

要望を収集し、学生とともにより充実した授業を展開できるよう改善していく。 



大項目 前期 後期

１）
私は、シラバスの内容（到達目標、授業内容、評価方
法）を理解している。 - 4.2

２）
私は、この授業中、マナー（携帯電話、私語、いねむ
り、遅刻、早退をしない）を守った。 - 4.4

３） 私は、授業に意欲的に取り組んだ。 - 4.4

４） 私は、授業外学習（予習、復習を含む）をした。 - 3.9

５）
教員は、授業のテーマや到達目標、内容、評価方法等
を予め明確に示した。 - 4.4

６）
この授業は、シラバス（到達目標、授業内容）に基づ
いて行われた。 - 4.5

７）
教員は、時間割に沿って授業を行った（休講、変更を
あまりしない）。 - 4.6

８）
教員は、学生が授業に集中できる環境を整える努力を
していた。 - 4.4

９）
教員は、学生が興味を持てるよう授業内容や方法を工
夫していた。 - 4.3

１０）
教員の板書や配付資料、視聴覚機器等の教育器材の使
用によって理解が深まった。 - 4.4

１１） 教員は、授業を適切な進度で行った。 - 4.5

１２）
私は、シラバスで求められた到達目標をほぼ達成でき
た。 - 4.1

１３） 私は、総合的にこの授業に満足している。 - 4.3

※前期は遠隔授業中心のため実施せず

Ⅳ 総合評価
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質問項目

Ⅰ 学生の自己評価

Ⅱ 授業の基礎的な事項

Ⅲ 学習の推進に
関する事項


